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9 【施工における　課題・問題点　等】

　主要工種となる鉄筋組立において、梁部の鉄筋は足場及びｽﾗﾌﾞ型枠上で組立てるのが一般的である

が、本工事で計画されている鉄筋加工形状は複雑でかつ配筋間隔も狭いことより、両フックで計画さ

れているスターラップ（水平補強筋として重要なせん断補強筋）や中間帯鉄筋の組立について作業効

率の低下及び施工の可否が懸念された。よって鉄筋組立の確実性、作業の安全性確保や省力化・効率

化を目的に、施工方法の工夫について検討した。

10 【実　施　内　容】
　本施工に先立ち鉄筋加工場において、１/４スケール（鉄筋径D10）で梁部の鉄筋組立て・架設の試

験施工を行った。作業効率が良い平場で足元も安定していることより、両フックで計画されているス

ターラップや中間帯鉄筋も機械式継手・重ね継手に変更することなく組立が可能であることを確認し

た。次に組立てられた梁部鉄筋を吊り上げ、柱部主鉄筋へ挿入した。はじめは柱部主鉄筋の頭部と梁

部の帯筋等が数箇所接触し入りずらかったが最下段の帯筋挿入後はスムーズに所定の高さまで降ろす

ことができました。
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紫竹山道路　栗ノ木高架橋の橋脚3基及び函渠1基を施工した。

工事（業務）名

表題（課題）名　

受注者名

工　　　期

担当主任監督（調査）員

課題区分名

工事(業務)概要

橋脚梁部プレハブ鉄筋の施工

紫竹山道路　栗ノ木高架橋下部（下り・Ｐ１３－１５）工事　

株式会社　坂詰組
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【試験施工】



　試験施工結果を踏まえ組立ヤードを整備し、プレハブ鉄筋を組立てラフタークレーン（80t吊り）

を使用し吊り込み、所定の位置に設置した。吊り込み時は鉄筋の変形や降伏、配筋のずれ等に配慮

し、鉄筋補強材（等辺山形鋼65×65）を配置し固定金具によって鉛直方向主鉄筋に固定し、鉄筋補

強材に吊支点を設定して吊り上げた。また吊支点に作用する荷重が不均等とならないよう、吊支保

材（H鋼材）を介してチェーンブロックにより高さ調節し、吊り上げ所定の位置に配置した。

計画平面図 　　計画断面図 　　定格荷重表(80ｔクレーン)

⑤スターラップ筋組立（外側） ⑥スターラップ筋組立（内側）

柱部中間帯筋

⑦梁部下筋組立

330

1758

330

89
1～

21
51

89
1～

21
5116－D22×7

B

5460（平均長）

15
1

15
1

1700

128 12896R=48

89－D16×226016
B

330

904

330

89
1～

21
51

89
1～

21
51

16－12
B

D22×4610
（平均長）

⑧梁部帯鉄筋組立43
5

276
2

1361

12
0°

7'

148°
44'

12－D29×45604
B

20
7

20
7

1647

176 176

13
2

R=66

52－D22×242017
B

6978

13056

660以上 660以上

8000

660以上

1
7
1
4

8－D22×120005 -2
B

4－D22×80005 -1
B

3308

D225 -2
B
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11 【実　施　結　果】

　従来工法となる原位置での組立と比べ、安全性・施工性及び工期短縮とあらゆる面で向上すること

ができた。安全性及び施工効率では地上での作業を主体とすることにより省人化し、高所作業を極力

削減することで墜落災害からのリスクを低減させた。また工期面では柱部のコンクリート養生期間中

に並行して地上で組み立てることにより工期を短縮することができました。なおコスト面に関しては、

鉄筋組立架台・吊り込み支保材及び鉄筋補強材等の製作や吊り込み時の大型クレーン損料で共通仮設

経費は多少発生したが、通常機械式継手に変更して施工する、せん断補強筋（両フック加工）は当初

計画通り施工でき材料費に関しての増額はおさえ、総合的に生産性は上がりコスト換算できない効果

は図られた。

⑧梁部帯鉄筋

【鉄筋補強材+固定金具】
吊支点

固定金具設置位置固定金具設置位置
　10箇所×10本

170017301750 175017301600165016001700

【プレハブ鉄筋組立】

固定金具

(ｾﾞｽﾛｯｸAZ型)

鉄筋補強材

(山形鋼65*65)

【プレハブ鉄筋吊り込み据付】

①②組立架台・柱部帯鉄筋 ③柱部中間帯鉄筋 ④⑤⑥梁部上面主鉄筋・スターラップ

⑤水平補強筋 ⑦梁部下筋


